
録音機器設置（予定）場所

荒川岳丸山

山犬段

八丁池

OECM①

OECM②
（協議中）

昆明・モントリオール生物多様性枠組の採択を受けて保護
区外の生物多様性保全のための地域（OECM）の重要性が
高まり，国内でも自然共生サイト拡充が求められている．

生物多様性観測に資する環境音データの収集を開始
○神谷貴文・竹下由布子・川井理仁・村中康秀（静岡県環境衛生科学研究所） 

岡本遼太郎・小熊宏之・深澤圭太・吉岡明良（国立環境研究所）

静岡県の取組

研究の概要

従来の保護地域と新設された OECM 双方において，継続
的なモニタリングが必要なため，持続的で効率的な観測手
法の確立が急務

高標高地
域等でア
クセスが
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はず！

二つのアプローチを連携することで，有効性を向上

AI学習強化！

アクセス困難地域を仮想体験

AI学習用に種同定
→タグ付け

種判別精度
の向上！

環境省・（独）環境再生保全機構の環境研究総合推進費
「機械観測と市民参加型調査のシナジーをもたらす生物多様性音
響観測支援システムの構築」 R7～R9
（4MF-2504，研究代表者：国立環境研究所吉岡主幹研究員）

背景

① 環境音データを入力・共有して AI 学習用のタグ付け作業を可能と
するツールを開発し，「とりトレ」※と連動させた生物多様性音響
観測支援システムを構築

② 上記システムに入力される環境音データに共通して適用できるメ
タデータのフォーマットを設計

③ 複数の地域において上記システムを適用・検証し，機械観測・AI 
種判別モデル適用と市民参加調査の適正な組み合わせを提案

サブテーマ1（国環研）
機械観測・市民参加型調査共通デジタルデー
タ共有・タグ付けシステムの開発

サブテーマ２（国環研、静岡県、長野県、東邦大）
システム構築・検証のためのデータ整備

※「とりトレ」：国環研が開発した野鳥の音声種判別技能を訓練するツール

https://www.nies.go.jp/kikitori/tori-tore/index.html

設置場所 状況

OECM①
企業敷地内

2025年8月25日設置・測定開始

八丁池（天城山）
富士箱根伊豆国立公園内

2025年9月29日設置・測定開始

荒川岳丸山
南アルプス国立公園内

2025年10月2日設置・測定開始

山犬段
奥大井県立自然公園

（静岡大学南アルプスフィールド）
2025年中に設置予定

他、OECM②（企業敷地内）と協議中

録音機器：WildlifeAcoustics社のSongMeterMicro2

１日を通して30分につき5分間＋夜明前後10分間
充電式ニッケル水素電池4本(単1)で対応
冬季アクセスできない荒川岳丸山，山犬段はソーラー
パネル式に改良

トリの鳴き声判別例【未精査】

（OECM① 8/25-9/22）

コーネル大学鳥類学研究所BIrdNET Analyzerで解析
https://github.com/birdnet-team/BirdNET-Analyzer/releases/tag/v2.1.0

鳥，昆虫，カエル等の鳴き声
を含む環境音の収集を開始

地域性を考慮した生物種リス
トの作成に資する情報を取得

地域の生物多様性指標あるい
は生物季節の指標となる生物
種群を解明

AI学習用のデータセット準備

静岡版とりトレ（トリ以外の

鳴き声にも対応）作成へ

将来の生物多様性モニタリン
グに活用
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